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１．研究計画の概要 

本研究の目的は，車載カメラ映像や監視カ

メラ映像などの多様な変動をもつ環境の中

での実画像を例に，１枚の画像だけでは情報

量の不足により認識できないような超低品

質の画像の認識原理の確立にある．その実現

に向けて，過去に蓄積された膨大な時空間的

な履歴情報（データベース）を適切に利用す

ることにより精度よく画像を認識する原理

と，長時間の入力動画像などの長時間情報を

利用し認識精度を向上させる原理を，体系的

に追究する．今後ますます画像認識による人

間の支援は重要性が増すが，本研究はそれを

実社会に安全に取り入れていくための大切

な技術である． 

 
２．研究の進捗状況 
(1)位置情報を活用した認識原理の構築 

過去に走った車載カメラ映像と自車に搭

載された車載カメラ映像との照合により自

車位置を高精度に推定する手法を開発した．

特に，2 つの車載カメラが異なる場合への対

応を可能にした． 

車載カメラ映像中の道路標識認識に関し

ては，道路標識の各領域の色が，経年変化や

照明の違いにより劣化や変色する状況をモ

デル化し，このモデルにより多数の学習サン

プルを生成し学習することにより，高精度な

道路標識検出を実現した．  

 
(2) 時間的な履歴を活用した認識原理の構築 

 携帯カメラなどで撮影された低解像度の

文字や QR コードなどを高精度に認識する手

法を開発した．複数フレームを用いた超解像

技術により画像の品質を向上させると同時

に，複数フレームから得られる認識特徴を統

合することで，認識精度を向上させる手法を

提案した． 

画像中の顔向きを変換する手法を開発し

た．事前に撮影したさまざまな向きの多様な

顔画像をデータベース化しておく．入力画像

をパッチ単位に分解し，このデータベースを

用いて各パッチ毎に向きを変換し合成する

ことで顔向きを変換する手法を提案した．こ

の手法を顔認識の前処理に用いることによ

り認識精度が向上することを確認した．  

 
(3) 時空間依存型認識のための DB 自動構築 

 車載カメラで撮影された遠方にある道路
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標識を精度よく認識する手法を提案した．遠

方にある道路標識は，低解像度で劣化した画

像となっている．これらを精度よく認識する

ためには，低解像度で劣化した学習サンプル

が必要となる．これらの学習サンプルをオン

ラインで収集しデータベース（DB）化する

手法を提案した．まず，車載カメラで撮影し

た動画像から大きく標識が映っている部分

を検出し，その標識を過去に向かって追跡す

ることで，遠方にある品質の低い道路標識を

収集することを実現した．本手法により少な

い初期学習サンプルから学習サンプルを追

加収集することで，精度の高い識別機を実現

することが可能となった． 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

提案書で上げた３つの目標に対して，それぞ

れ新しい手法を提案し，評価実験により従来

手法に比較して認識精度の向上を確認した．

今後継続的に手法の改良を行う予定である． 

 
４．今後の研究の推進方策 

今後の方向性を以下に述べる．①過去の画

像と現在の画像との差分により，車載カメラ

により前方障害物を検出する手法を開発す

る．②車載カメラ映像の照合による自車位置

推定に関しては，隠れや天候変動などに対し

てロバストな照合手法を検討する．③低品質

な画像から，文字，QRコードなどのシンボル，

人物などを高精度に認識するために，過去の

データベースを利用して品質は解像度を向

上させる前処理手法を検討する． 
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